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　21世紀を迎えて早や25年を経過しています．この
間，人類は今までに想像した事の無い文明の発展を享
受しています．特に人工知能（AI），情報技術（IT），
SNS（ソーシャルネットワーキングサービス），これ
ら三つの発達は我々の想像を超えたスピードで世界を
変えています．特にAIの発達は，人の能力を超える
のが2035年と言われた2023年までの予想が2024年2
月頃には2027年と変わり，その年の10月には2025年
度中に人を越えたAIが現れると言われています．こ
の発達は地球上に想像出来なかった社会を創造する事
でしょう．
　AIの発達は，医学のあり方も大きく変えつつあり
ます．これまで医療職が経験や知識に基づいて行って
きた研究，治療，診断の多くにAIが関わるようにな
り，医学はより正確で効率的，そして個別化されたも
のへ進化すると考えられます．すでに診断の分野で，
X線やCT，MRIの画像解析に高い精度で結果を示し
ています．人が見落としがちな小さな病変や希少な症
例も検出できるため，診断の質はさらに向上します．
治療の面では，遺伝子情報や生活習慣データをAIが
解析し，患者一人ひとりに合わせた治療方針を提示す
る個別化医療が進展します．これにより，副作用の少
ない最適な薬の選択や，生活習慣改善の具体的な提案

が可能になります．さらに予防医学の領域でも，AI
は重要な役割を担います．ウエアラブル端末などで日
常的に得られる健康データを解析し，病気の兆候を早
期に察知する事で，治療から予防へと医学の重点が移
行していくと考えられます．一方で課題もあります．
AIの診断や治療提案に誤りがあった場合の責任の所
在，膨大な医療データを扱う上での個人情報保護，そ
して人間らしい共感や倫理的判断をどう位置付けるか
という問題です．これらを乗り越えることが，今後の
医学発展の鍵となります．総じてAIの発展によって
医学は大きく進歩しますが，その中心には常に『人の
生命と健康を守る』という目的があり，最終的な判断
や患者に寄り添う姿勢は人間の医療者が担い続けねば
なりません．
　人と医学の関係は，古代では祈りや呪術から始ま
り，次第に経験や観察を通じて病気と向き合う学問と
して発展しました．医学は『常に人を救いたい』とい
う願いから生まれてきたのです．そのため，単に病気
を治す技術ではなく，『患者という人間全体』を対象
とします．身体だけでなく，心や生活，社会とのつな
がりも含めて支えるのが医学の本質です．AIや科学
技術の発展により，診断や治療はますます正確になり
ます．しかし，『人に寄り添うこと』，『苦しみを理解
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すること』は機械には出来ず，医師を中心とした医療
職の役割は今後も不可欠です．AIは医学を大きく変
える力を持ち，診断，治療，予防，研究の全てで役に
立ちます．しかし，それはあくまでも『人を助ける道
具』であり，最終的な判断や人間らしいケアは人間の
医療者にしか出来ません．AIと人が協力することで，
未来の医学はより正確で優しくなると考えられます．
AIと人と医学は切り離せない関係にあります．医学
は『人のために存在する学問』であり，その進歩は人
間の想いや倫理に支えられています．これからの医学
はAIの発展により大きく進歩しますが，その中心に
は『人の生命と健康を守る』という目的があり，最終
的な判断や患者に寄り添う姿勢は人間の医療者が担い
続ける必要があります．
　このような医学の未来を見据え，今ここに我々は

『日本保健衛生教育学会』を創設します．保健衛生と
は，「健康を保ち，生命を守る」という意味合いを持
ち，病気の予防や健康増進，そして衛生状態の維持を
目的とした，個人と社会全体の幅広い活動を指しま
す．個人の健康だけでなく，社会全体の公衆衛生にも
深く関わっています．国や地域のレベルで，国民の健
康を保持・増進するための組織的な衛生活動が行われ
ています．これには，感染症対策，健康教育，生活習
慣病予防，食品衛生，労働衛生などが具体例として挙
げられます．日本保健衛生教育学会は看護師・保健
師・助産師理・理学療法士・作業療法士・言語聴覚士
を主とした保健衛生教育および関連諸分野の学術研
究，調査等を行い，保健衛生教育学を発展させ，保健
衛生教育に関する情報・知識の発信・普及に務め，会
員の生涯学習の奨励により会員の資質を向上し，社会
に貢献することを目的としています．
　本学会のultimate goalは保健衛生教育学の発展と
専門職の資質向上を通じて，社会全体の人々の健康と
福祉に貢献することです．今後急速に変容する社会の
中で，『人の生命と健康を守る』『人のために存在する
学問』はAIではなく，人です．まさしく日本保健衛
生教育学会の使命です．
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